
2021年度よりニュースレターを発行しています。
スタッフ一丸となり、よりよい情報提供や診療を
心がけていきたいと思います。

※過去のものは当院ホームページに掲載しております
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虫歯や歯周病をしっかり治療し感染症を防ごう！！！
定期的に歯科受診し、口内細菌の温床になりやすいの歯垢（プラーク）を除去しておくことも大事！！！

Q．なぜ、乳がん治療の際に歯科受診が必要なのか？

1．抗がん剤（化学療法）を行う時
抗がん剤を使用することで免疫力が低下し感染しやすくなります。感染の原因となる不適合義歯や虫歯などの
治療をあらかじめ行うことで感染のリスクを減らせたり、感染症のよる治療の中断を防げる可能性があります。

2．骨吸収抑制薬（ビスホスホネート、デノスマブ）使用時
骨転移に対して使用するこの薬の副作用として顎骨壊死（あごの骨の炎症）があります。顎骨壊死の原因は、
歯周病・不適合義歯・抜歯であることがわかっているため、あらかじめ治療をしておくことが大切です。

3．骨粗鬆症の治療時
ホルモン療法のひとつであるアロマターゼ阻害薬（アリミデックス等）は骨密度が低下し骨粗鬆症になること
があります。骨粗鬆症に対しても骨吸収抑制薬（ビスホスホネート、デノスマブ）を使用することがあるため
歯周病や虫歯などの治療が必要です。

乳がん治療と「口腔ケア」のおはなし
～治療を続けるためにお口の健康も大切に～

歯科治療を受けたあとは日々のセルフケアを続けることも大切です！

毎日の歯磨き

歯間ケア

うがい

・基本は毎日食後の行う
・しんどい時は1日1回
・ヘッドの小さい柔らかい歯ブラシを選びましょう

・歯磨き前に歯と歯の間のよごれを取り除く
・1日1回であれば就寝前が効果的！

・口腔内の洗浄と保湿に効果あり！
・少量の水を口に含み、10～20秒ほど
ブクブクさせる（×ガラガラうがい）
＊口の中全体を洗うイメージ

・しみる場合は生理食塩水（水500mlに
食塩小さじ1弱）がよい

Q．こんな症状ありませんか？ 当てはまる項目があれば歯科受診を！

□歯の痛み・ぐらつき □歯茎の腫れ・出血 □口内炎が長引く □あごの痛み・腫れ


